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□□  緒 言 

 

昨年 3 月に宇宙環境技術研究センター報告書の第一号を出してから早いもの

で 1 年が過ぎました。その後の活動内容を2006年度の報告書にまとめましたの

で、皆様にお送りいたします。 

2006年11月には太陽電池アレイ帯電・放電試験の国際標準化ワークショップ

を小倉にて開催し、期間中の 2 日間に亘ってセンターにてデモ実験を行いまし

た。国内外の多くの専門家が見つめるなか、センターの最先端の試験設備のデ

モを行えたと自負しております。同月には光衛星間通信実験衛星「きらり」が、

センターが帯電放電試験に関与した衛星としては初めて所定のミッションを全

て無事達成いたしました。更に12月にはセンターの衛星帯電放電試験の原点と

もいうべき技術試験衛星 8 型（きく 8 号）が無事打ち上げられました。その後

もこの我が国史上最大の衛星の基幹電源系は問題なく動作しております。 

2006年度から学生による九工大衛星開発プロジェクトが発足し、センターが

その世話をすることとなりました。人工衛星そのものを作ってみたいという学

生の声に応え、宇宙への夢を現実のものにする手伝いができればと考えていま

す。衛星開発プロジェクトでは2009年の本学創立 100 周年の打ち上げを目指し

て「材料曝露試験撮影衛星：鳳龍」の開発を進めています。学内だけでなく、

九工大OBを含む学外の多くの方からご支援いただけましたら幸いです。 

2006年度末を持ちましてセンター発足とほぼ同時期にスタートした汎用衛星

帯電解析ソフトウェアMUSCATの開発が無事に完了いたしました。センターの活

動も 2 年半を経て新たな段階に入ろうとしています。MUSCAT開発に従事してい

たポスドクのうち 2 名が大学発ベンチャー「MUSCATスペース・エンジニアリン

グ株式会社」を設立して地域発の宇宙開発を実践すべく立ち上がりました。い

わば同社は LaSEINE という川から分かれた支流のようなものでもあります。本

流も支流に負けないよう、お互い切磋琢磨しあいながら、教育・研究に励んで

いきたいと考えています。 

ここには書ききれなかった多くのことが2006年度にはありました。詳しくは

本文をご一読ください。2007年度も皆様のご指導・ご鞭撻の程、よろしくお願

いいたします。 

 

                              2007年 3 月 

                 宇宙環境技術研究センター センター長 

                               趙 孟佑 
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